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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期
第１四半期
累計期間

第40期
第１四半期
累計期間

第39期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 （千円） 2,318,199 2,622,559 10,742,684

経常利益 （千円） 31,781 116,525 438,995

四半期（当期）純利益 （千円） 13,897 73,260 271,789

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,370,675 1,370,675 1,370,675

発行済株式総数 （株） 5,703,500 5,703,500 5,703,500

純資産額 （千円） 4,066,140 4,286,568 4,303,165

総資産額 （千円） 6,295,968 6,641,713 6,682,287

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 2.54 13.37 49.59

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 15.00

自己資本比率 （％） 64.6 64.5 64.4

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証

券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものでありま

す。

(１）業績の状況

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策及び金融政策等の影響を受

け、雇用・所得環境の改善等、緩やかな回復基調が続いており、企業収益は高い水準にあるもの

の、個人消費の伸び悩み、円高の企業業績への影響、先行きの不透明感がぬぐいきれない状況が強

まっております。

　このような状況下、当社では平成28年3月期より開始した「中期経営計画Ⅲ」に基づき、顧客起

点の実践による顧客の課題解決に向けた対応力を強化するとともに、効率的な組織運営の推進と利

益管理の徹底による収益の安定化と基盤強化に取り組んでまいりました。

　この結果、売上高に関しては総じて堅調に推移して増収となり、利益に関しては、売上高の増加

に加え、材料費の見直しや資材の効率的な運用などの各種原価低減への取組みが功を奏し、売上総

利益、営業利益、経常利益、四半期純利益ともに増加しました。

　以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は2,622百万円（前年同期比13.1％増）、営業利益

は111百万円（前年同期比306.5％増）、経常利益は116百万円（前年同期比266.6％増）、四半期純

利益は73百万円（前年同期比427.1％増）となりました。

 

　各部門別の状況は次のとおりであります。

 

〔スポーツ部門〕

　スポーツ部門は、日本陸上競技選手権大会、世界トライアスロンシリーズ横浜大会の継続受注に

加え、競技大会の運営業務の受注が増えたことや、運動会の受注増加などにより、売上高は770百

万円と前年同期比33.6％の増収となりました。

〔セレモニー部門〕

　セレモニー部門は、建設式典単価の増加、周年記念事業の受注数増加などにより、売上高は677

百万円と前年同期比9.5％の増収となりました。

〔プロモーション部門〕

　プロモーション部門は、企画提案力の強化などにより案件単価が増加したことにより、売上高は

534百万円と前年同期比19.1％の増収となりました。

〔フェスティバル部門〕

　フェスティバル部門は、付加価値提案による営業活動の結果、販売単価が増加したことにより、

売上高は369百万円と前年同期比10.2％の増収となりました。
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〔コンベンション部門〕

　コンベンション部門は、定例案件は概ね受注できたものの、コンベンション部門全体の案件数減

少により、売上高は180百万円と前年同期比6.7％の減収となりました。

〔その他事業部門〕

　その他事業部門は、昨年度に行われた統一地方選挙関連の代替案件が少なく、売上高は89百万円

と前年同期比38.1％の減収となりました。

 

(２）財政状態の分析

（資　産）

　当第１四半期会計期間末の総資産は前事業年度末に比べて40百万円減少し、6,641百万円となり

ました。これは主に現金及び預金が209百万円減少し、受取手形及び売掛金が138百万円増加したこ

とによるものであります。

（負　債）

　当第１四半期会計期間末の負債は前事業年度末に比べて23百万円減少し、2,355百万円となりま

した。これは主に買掛金が85百万円、賞与引当金が59百万円増加したものの、流動負債その他に含

まれる未払金が158百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

　当第１四半期会計期間末の純資産は前事業年度末に比べて16百万円減少し、4,286百万円となり

ました。これは主に利益剰余金が８百万円、その他有価証券評価差額金が７百万円減少したことに

よるものであります。

 

(３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

(４）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第１四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はあり

ません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年８月12日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 5,703,500 5,703,500
東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は1,000

株であります

計 5,703,500 5,703,500 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成28年６月30日 － 5,703,500 － 1,370,675 － 1,155,397

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確

認できないため、記載することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に

基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

　普通株式　　　222,000
－ －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　　5,454,000 5,454 －

単元未満株式 　普通株式　　　 27,500 － －

発行済株式総数 5,703,500 － －

総株主の議決権 － 5,454 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権１個）

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式611株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

株式会社セレスポ

東京都豊島区北大塚

１－21－５
222,000 － 222,000 3.89

計 － 222,000 － 222,000 3.89

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第63号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成28年４

月１日から平成28年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月

30日まで）に係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受

けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

(1)【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 649,335 439,676

受取手形及び売掛金 1,535,540 1,673,622

原材料及び貯蔵品 24,664 26,488

未成請負契約支出金 ※ 108,019 ※ 117,592

その他 116,408 125,437

貸倒引当金 △8,380 △9,664

流動資産合計 2,425,587 2,373,153

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 344,661 340,864

土地 3,310,250 3,310,250

その他（純額） 83,161 80,520

有形固定資産合計 3,738,073 3,731,634

無形固定資産 48,798 62,579

投資その他の資産   

その他 558,928 563,538

貸倒引当金 △89,100 △89,192

投資その他の資産合計 469,828 474,345

固定資産合計 4,256,700 4,268,560

資産合計 6,682,287 6,641,713

負債の部   

流動負債   

買掛金 595,210 680,419

短期借入金 600,000 600,000

1年内返済予定の長期借入金 115,188 115,220

未払法人税等 112,052 61,455

賞与引当金 111,701 170,709

その他 570,745 479,830

流動負債合計 2,104,897 2,107,635

固定負債   

長期借入金 47,544 18,715

退職給付引当金 77,236 78,329

役員退職慰労引当金 79,292 81,850

資産除去債務 39,745 40,989

その他 30,406 27,625

固定負債合計 274,225 247,509

負債合計 2,379,122 2,355,144

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,370,675 1,370,675

資本剰余金 2,155,397 2,155,397

利益剰余金 862,373 853,421

自己株式 △63,455 △63,455

株主資本合計 4,324,990 4,316,038

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △21,825 △29,469

評価・換算差額等合計 △21,825 △29,469

純資産合計 4,303,165 4,286,568

負債純資産合計 6,682,287 6,641,713
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(2)【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 2,318,199 2,622,559

売上原価 1,572,906 1,750,250

売上総利益 745,292 872,308

販売費及び一般管理費 717,850 760,742

営業利益 27,442 111,566

営業外収益   

受取配当金 4,401 4,331

その他 1,734 1,505

営業外収益合計 6,135 5,836

営業外費用   

支払利息 1,047 674

貸倒引当金繰入額 750 200

その他 － 2

営業外費用合計 1,797 877

経常利益 31,781 116,525

特別利益   

固定資産売却益 429 －

特別利益合計 429 －

特別損失   

固定資産除却損 19 12

特別損失合計 19 12

税引前四半期純利益 32,191 116,513

法人税、住民税及び事業税 33,307 49,362

法人税等調整額 △15,013 △6,110

法人税等合計 18,293 43,252

四半期純利益 13,897 73,260
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取

扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期会計期間に適用し、平成28年

４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更

しております。

　なお、この変更に伴う当第１四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月

28日）を当第１四半期会計期間から適用しております。

 

（四半期貸借対照表関係）

　※　未成請負契約支出金とは、仕掛中の請負契約について発生した原価を集計したものであり

ます。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

　なお、第１四半期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のと

おりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

 減価償却費 13,799千円 13,546千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月19日

定時株主総会
普通株式 60,296 11 平成27年３月31日 平成27年６月22日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月22日

定時株主総会
普通株式 82,213 15 平成28年３月31日 平成28年６月23日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、イベント総合請負業ならびにこれらの関連業務の単一事業セグメントであるた

め、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 2円54銭 13円37銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 13,897 73,260

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 13,897 73,260

普通株式の期中平均株式数（株） 5,481,493 5,480,889

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成２８年８月９日

株式会社セレスポ

取締役会　御中

 

有限責任監査法人　トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐　々　田　　博　信　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山　田　　　知　　輝　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられて
いる株式会社セレスポの平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までの第４０期事業年度の第１
四半期会計期間（平成２８年４月１日から平成２８年６月３０日まで）及び第１四半期累計期間（平成
２８年４月１日から平成２８年６月３０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照
表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して
四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社セレスポの平成２８年６月３０日
現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信
じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
 

　(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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